
2022年度 関西健康科学専門学校 事業報告 
（2022年 4月１日～2023年 3月 31日） 

（担当者：校長 住田行志） 

●2022年度在籍者数（2022年 5月 1日現在）                   （単位：名） 

学科 
スポーツ医療柔道整復学科 

計 充足率 
Ⅰ部 Ⅱ部 

入学定員 60 60 120  
収容定員 180 180 360  

1年生 65 12 77 64.2％ 
2年生 51 14 65 54.2％ 
3年生 50 12 62 51.7％ 

計 166 38 204 56.7％ 
充足率 92.2％ 21.1％ 56.7％ ― 

 

Ⅰ．2022年度の事業概要  

事業計画項目 達成度 

1 国家試験全員合格 合格率 71.7％。全国の新卒平均は 65.4％。 

2 
Ⅰ部 60 名、Ⅱ部 30 名計 90 名の
入学者数獲得 

1部 67名、Ⅱ部 12名と午前部は定員充足。午前部は 2名の
増加。夜間部は昨年同様となった。 

 

Ⅱ．2022年度の取り組み 

1．2023年度入学生募集活動  入試状況                      （単位：名） 

学科・コース名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

Ⅰ部 71 70 69 67 
Ⅱ部 15 13 13 12 

 

2．中途退学者数・防止策                             （単位：名） 
学年 退学者数 退学率 原因 

1 9 11.8％ 家庭環境変化から進路変更 
2 2 3％ 学業不振 
3 1 1.6％ 家庭環境変化から進路変更 
計 12 5.9％  

 

3．2022年度に実施した新たな事業内容の結果と 2023年度への課題 

項目 事業内容 2023年度への課題 

(1)正課外活動の充実 

部活動を実施。学生募集につなげる。
他校が部活動を縮小させる中、部活
ができる理由で本校を選択する学生
が 9名増加。女子柔道部日本一に 

本格的な部活動実施。試合を実施。
学年間コミュニケーションを向上
させ、退学率低下、国試合格率向
上へつなげる。 

(2)柔整女子の増加 
パンフレットデザイン刷新。女子パ
ンフレット作製し、女子学生入学を
狙い、女子 16名入学 

女子増加、午前部定員充足ととも
に夜間部の定員充足の為、ワーキ
ングスタディ制度の広報を強化。
協力接骨院を 15院集める。 

 

Ⅲ．教育成果   

1．資格取得状況                                 （単位：名） 

資格名 受験者 合格者 合格率 

(1)柔道整復師 46 33 71.7％ 

 

 



2．進学・進路状況                                （単位：名） 

進学・進路先 柔道整復学科 構成比 

(1)接骨院 50 89.3％ 
(2)病院・医院 2 3.6％ 
(3)介護・スポーツ施設 2 3.6％ 
(4)進学 1 1.8％ 
(5)その他   1 1.8％ 

計 56 100％ 

 

3．その他特筆すべき事業成果 

項目 事業内容・結果 

(1)女子柔道部専門学
校大会で日本一に 

2022年 8月 10日に実施された第 55回全国柔道整復学校協会柔道大会
にて、女子柔道部が優勝。日本一に。 

(2)報徳学園ラグビー
部準優勝に貢献 

トレーナー実習先の報徳学園ラグビー部の菅平合宿に帯同。第 102 回
全国高校ラグビー大会にも帯同しサポート準優勝に貢献した。 

以上 


